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ヒッチハイカーとの出会い！ 研究部長　後藤克哉
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紺碧紺碧
校 訓 よりよく創る

教育目標 小樽の未来をつくる 北陵生の育成

○深く学び、考え、表現できる生徒

○豊かに人とつながり、思いやりのある生徒

○たくましく心身を鍛え、自らを律する生徒

KONPEKI

第 ７ 号

■約１０年前のこと。私の初任地、道東の中標津町で先生をやっ

て５年ほど経ったときのことです。夏休み中に伊達市で行われて

いた、バレーボール全道大会を見に行きました。その道中、１４

時半頃、足寄町というところを走行していると、大きな荷物とダ

ンボールに「函館・苫小牧・フェリー」と書いて立っている人が

いました。車には私一人、私の行き先は伊達市。ダンボールを持

っている人も一人、行き先は苫小牧。あぁ～どうしようと思って

いる内に、一度通り過ぎてしまい、やっぱり戻ろうということで

戻って声をかけました。

■「伊達市まで行くのですが、乗っていきませんか？」声をかけて、そこから目的地まで４時間半近く

いろいろな話をしていきました。

■秋田県出身の２５歳で、今日本１周の旅の２周目をやっているところでした。ヒッチハイクでの旅は

２年近く続けているそうで、この旅が終わると次は世界に出てヒッチハイクで世界一周をするという大

きな夢を語っていました。お金はほとんど持たず、ギリギリでやりくりして旅を続けているそうです。

■話をしていると、「今回の旅にはテーマがあるのです」という話になりました。「テーマは何です

か？」とたずねると逆に質問をされました。

「当たり前」という言葉の反対はなんだと思いますか？

いろいろ考えたのですが、なかなかしっくりくる言葉が見つかりませんでした。「特別？レア？」「当

たり前じゃない」ではないよなぁとしばらく考えていると、彼の方から、僕は、

「当たり前の反対は、ありがとう」

だと思うんです。それを聞いたとき、なるほど！と思いました。いつも当たり前だと思っていることた

くさんあります。例えば、ご飯が食べられること。元気に遊べること。勉強道具があること。着る服が

あること・・・など。これらは、すべていつも身近にありすぎて常に当たり前だと感じてしまうことだ

と思います。それらすべてに、ありがとうという気持ちを持つことができたら、きっと自分が変わって

くると思います。だから僕は、この旅でたくさんありがとうと言っていきたいのです。と言っていまし

た。あれから１０年。彼は今どこで何をしているかは分かりませんが、きっとどこかで、大事なテーマ

を持って頑張っているのかなと思っています。

■いきなり今日から全部を変えることはできませんが、すこーし「ありがとう」と言う気持ちを持っ

て過ごしていけると、いいなと思っています。
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○小田柿杯中学校新人バレーボール大会（10/20） 男子の部【準優勝】 北小樽Ｖ．Ｃ（北陵・長橋・西陵・菁園）

○小樽地区中学生新人バドミントン選手権大会（10/27） 男子団体【３位】 / 男子シングルス【３位】 ２年 阿部隼人

○小樽こどもの詩コンクール（10/19） 中学生の部【優良賞】 ３年 山下一護 作品名「強欲」 ※裏面で紹介
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ＰＴＡ育成部、環境部の秋の活動

■見回り活動【育成部】

９月９日と１０月３日に、下校時の生徒の見回り

活動を実施しました。２つのルート（北陵中→旧北洋銀行手宮支店、

北陵中→ツルハドラッグ）を、２回で延べ１１名の保護者の方々が

巡回しました。その結果、道路の縁石に座ってバスを待つ、歩きス

マホをする、店内に入る、食べ歩きをするなどの様子が見られまし

た。特に、道路の縁石に座る行為や歩きスマホは、事故につながる

危険性が高いため、各学級のＨＲや全校集会で注意喚起をしていま

すが、ＰＴＡとしても今回の見回り結果を踏まえ、育成部会でより

効果的な取組について検討を進めていきます。

■秋の清掃活動（ごみ拾いボランティア）【環境部】

１０月１８日に、生徒４３名、保護者７名、教職員が参加し、校

舎周辺の清水町と豊川町の清掃活動を行いました。7つのグループ

に分かれてごみを拾い集め、地域に貢献しました。この活動に対し

て、地域の方から「清掃活動して頂いたことに感謝、御礼申し上げ

ます。ご協力いただいた生徒さん、

保護者様にありがとうと、よろし

くお伝え願います。」との温かい

メッセージをＦＡＸでいただきま

した。次年度も、生徒、保護者、

教職員が一体となって行う地域貢

献活動を生徒会とＰＴＡが連携し

て取り組んでいきます。

小樽こどもの詩コンクール 受賞（優良賞）作品紹介

強 欲 ３年 山下 一護

世の中で

強欲は大罪だと言われている

強欲だと周りが見えない

強欲だと他人に気配れない

そんな強欲は罪だ

それは本当だろうか？

人間は強欲だから

もっと良いものを創ろうとし

強欲だから

自分が一番になるために工夫する

強欲は創るきっかけをくれる

だから僕は強欲でいたいと思う

昨年度のコンクールでは、

２名の生徒が最優秀賞と特

別賞を受賞しました。この

コンクールは、市内全小中

学校が参加する大規模なも

ので、全児童生徒が創作に

取り組み作品を応募します。

本校では国語の授業で創作

しており、受賞作品以外に

も、読者を惹きつける面白

い詩や独創的な詩がたくさ

ん生まれました。

強欲でいて、山下さんは

何を創ることができたので

しょうか。読者にとっては

気になるところです…

～地域の方からお手紙が届きました～ 送り主は、先日、本校の生徒た

ちが外国人観光客の団体にジェスチャーを交えながら笑顔で道を譲って

いる場面に遭遇されたとのことです。お手紙には、「言葉は通じなくても、

きっと気持ちの良い温かい心になったに違いありません。北陵中のジャー

ジがとてもまぶしく見え、素晴らしい瞬間を目にしました。」と綴ら

れており、生徒たちの思いやりの心に深く感動された様子が

伺えました。 心温まるお手紙をありがとうございました。

２６日より

〈１・２年生〉

４ｈ授業

保護者面談

〈３年生〉

５ｈ授業

３者面談

＊＊＊ ３学年保護者の皆様へ ＊＊＊

３者面談は、お子様の成長を促す大

切な機会です！ お子様の未来を一緒

に考え、決断をサポートしてください！！

ご協力をお願いいたします。


